
総合事業アンケート（訪問）結果（概要）　送付187事業所　返送113事業所

送付事業所数 187

回答数 113

回答率 60.4%

問1 要支援利用者への提供サービス内容として多いもの

・掃除機をかける ・拭き掃除 ・食材、日用品の買い物

・風呂掃除 ・トイレ掃除

問3 基準緩和型サービス（訪問型）への参入を検討するにあたり、重視することはどれですか。（３つまで）

１．新規利用者が見込めるか 44

２．現在の利用者が利用する可能性 59

３．現行の人員で対応が可能な配置基準か 43

４．人員の資格要件 28

５．設備基準 14

６．運営に関する基準 32

７．報酬 76

８．その他 3

サービスの質、採算がとれるか？

無資格者のモラル、事業所の責任等

多様なサービスの利用を促進？ホームヘルパーの人員確保

問4-1 現時点で、本市の「基準緩和型サービス（訪問型）」に参入したいと思いますか。

１．参入したい 26 24.1%

２．参入したくない 8 7.4%

３．検討中 74 68.5%

問4-2 （「２．参入したくない」と回答した事業所） 参入したくないと思う理由はどれですか。（○はいくつでも） 

１．利用者を確保できる見込みがないため 1

２．現在の人員では余裕がないため 6

３．新たに介護スタッフを確保できる見込みがないため 6

４．事業所の運営方針に合致しないため 2

５．採算が取れないため 7

６．その他 0

問5-1 平成28年8月31日時点の利用者数をご記入ください。

１．要支援１ 907 16.4%

２．要支援２ 1,129 20.4%

３．要介護1以上 3506 63.3%

問5-2 （上記①及び②の人数の合計が「１人以上」の事業所）

１．要支援１ 443 48.8% ←問5-1のうち

２．要支援２ 621 55.0%

問6 （従事者研修）市の研修カリキュラムを公表した場合、貴事業所でも同等の研修を実施することは可能ですか。
１．可能 26 24.5%
２．不可能 19 17.9%
３．わからない 61 57.5%

問7 今後、総合事業に関して特に知りたいと思うことは何ですか（〇はいくつでも）

１．介護予防ケアマネジメントの詳細 80

２．従事者養成研修の内容 60

３．インフォーマルサービスの情報 65

４．その他 1

上記の要支援利用者のうち、素案の別紙「現行相当サービス利用が適当な人の状態像（案）」に当てはまる
と思われる人は何人いますか。（おおよそ）

注：自由記述式の質問項目など、一部を割愛して掲載しております。


